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業績予想の修正および特別損失に関するお知らせ

　 最近の業績動向を踏まえ、平成22年5月11日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせい

たします。

1. 連結業績予想の修正

（１）平成23年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

１株当たり

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (A) 39,200 429 472 13 0.42 

今 回 修 正 予 想 (B) 38,148 339 441 5 0.15 

増 減 額 (B) － (A) △ 1,051 △ 89 △ 30 △ 8 

増 減 率（％） △ 2.7 △ 20.9 △ 6.4 △ 61.5 

（ご参考）前期第2四半期実績
（平成22年3月期第2四半期）

34,806 255 321 122 3.76 

（２）平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

１株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (A) 78,000 1,111 1,200 352 10.86 

今 回 修 正 予 想 (B) 72,000 470 720 7 0.22 

増 減 額 (B) － (A) △ 6,000 △ 641 △ 480 △ 345 

増 減 率（％） △ 7.7 △ 57.7 △ 40.0 △ 98.0 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績
（ 平 成 22 年 3 月 期 ）

73,212 910 1,076 410 12.64 

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

記

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益



2. 個別業績予想の修正

（１）平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

１株当たり

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (A) 34,000 350 376 71 2.20 

今 回 修 正 予 想 (B) 32,909 300 392 95 2.92 

増 減 額 (B) － (A) △ 1,090 △ 49 16 24 

増 減 率（％） △ 3.2 △ 14.0 4.5 33.8 

（ご参考）前期第2四半期実績
（平成22年3月期第2四半期）

34,652 123 193 47 1.46 

（２）平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

１株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (A) 67,600 843 921 345 10.64 

今 回 修 正 予 想 (B) 63,000 322 535 66 2.03 

増 減 額 (B) － (A) △ 4,600 △ 520 △ 385 △ 279 

増 減 率（％） △ 6.8 △ 61.8 △ 41.8 △ 80.9 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績
（ 平 成 22 年 3 月 期 ）

68,803 721 896 327 10.06 

3. 業績予想修正の理由

　 当第2四半期累計期間の業績は、消費者の節約志向、競合店舗間での価格競争の激化など依然として厳しい経

営環境が続いたものの、当社直営店の店舗売上高は7月以降の猛暑効果もあり、堅調に推移いたしました。しかし、

平成22年7月30日にお知らせしましたとおり得意先企業9社から当社との商品取引を中止する旨の通知があり、その

結果、同9社との商品取引を中止することとなりました。これにともない、外販（卸）事業の収益が減少することから、当

第2四半期累計期間の連結および個別の業績予想を修正いたします。

　 また通期の見通しについては、第3四半期以降、既存店の改装等を含めた直営店の営業強化を実行してまいりま

すが、上記の得意先企業との商品取引中止にともない外販（卸）事業の収益が当初計画を大幅に下回る見込みであ

ることから、通期の連結および個別の業績予想についても修正いたします。

4. 特別損失の発生について

　 当第2四半期累計期間において、新会計基準として当第1四半期にて計上済の資産除去債務会計基準の適用に

伴う影響額を連結で232百万円、個別で160百万円、それぞれ計上いたします。

　 また、通期におきましては、当第2四半期に計上する特別損失に加えて、店舗の閉鎖にともなう損失等 約100百万

円を連結および個別で特別損失として計上することを見込んでおります。

　 なお、これらの特別損失については、上記の連結および個別の業績予想の修正に織り込んでおります。

（注）

　 上記の予想は、現時点における入手可能な情報に基づいて作成しておりますが、実際の業績は今後の様々な要

因により予想数値とは異なる結果となる可能性がありますことをご承知おきください。

以上

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益


